








 

 1974 年 Lim & Neufeld らにより heparin から 0-(α-L-idop-yranosyluronic 

acid α-sulfate)-(1→4)-2,5-anhydro-D-〔3H-1〕-mannito1-6-sulfate が作

製され,Hunter 症候群の酵素学的診断が可能となり,血漿,白血球,皮膚線維芽

細胞,羊水,羊水細胞を用いての Hunter 症候群の酵素学的検索が,あいついで報

告されてきた。しかしこの基質を用いての詳細な測定条件についての検討に関

しては報告がないため,日常臨床で用いられる血漿,白血球,皮膚線維芽細胞に

おける酵素活性の測定条件を検討した。 


